


信楽在住の陶芸家 谷穹の個展『　 』を開催いたします。

室町時代に信楽で作られていた「古信楽」を再び作り出すこと、室町時代の人々の美意識と遊び心を現代的な視点から捉え

返すこと。谷はこれまで、器を通じて「かつて」と「いま」を架橋しようとする企図のもと、制作・発表活動を行ってきました。

本展において谷は、空間を設え、その中に甕を一点据えます。甕という器と京都市立芸術大学ギャラリー@KCUAの空間が

響きあう中へ歩み入るとき、鑑賞者はどのような風景に出会うのでしょうか。

ぜひご覧ください。
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